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Ｉ 棚鶏行撫
§土⑮

●
》
’
’
’
’
一
一
Ⅱ
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

町－．

。

曲 ●

画9蔓＆
おうみ未来瓢瓢生蕊婁説明会3.405月骨

』
一
Ｆ
１ 壱

典
徹
型
一
一
一
一
●
剣
Ｑ
》
｜
《
Ａ
Ｑ

国際女性デー 吾
『
｜
『
■

里Ｊ土△

詞昌

ｌ Ⅵ ’
一
一
・

早

）

豊鍵
●発行日／2008年３月1日

‘８

曽烹記念怪

⑮ 調監記念Ｅ うり玉Ⅱ陰
F

１

ａ
●
無包

水

;ロロ雷

●
謂距【HD】目Ｉハト

恒

)淡；尋とびつくす ２
＆Ｌ母■釦室＝

宿長寺ー

PL1

錘

４ノ

国際親善デ畠，
ﾖ際博物館の日

一・|Ｉ

●

鰯繍

■ＨＰ

淡海ネットワークセンター

郵便貯鋤Ｅ
弱認戻師記念Ｅ

ズーテ
畠字蕊虐

ＦＬ

呂偶１

園

蕊

●
、
‐
〃
．

鎮
少
間
羅
、

画元気NPO探し隊⑳Ｂ１
●メンタルスマイル

・特定非営利活動法人さかもとみんなの家

③安曇川流域･森と家づくりの会

圃孫の手ナビｇｊｍ@ｊｉ
【そこが知りたい1NPO運営術VOL､10】
【Sekenよし!】

圃藷議珊｡鷲
固ＯｈｍｉｎｅｔＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ
３月｡４月｡５月臆卿：

崖劉三制罰

■

．
１

Ｐ

■ー

ＢＴ弓

、■

雛一 硬】
勘

'

･豹

⑫

〃

′，

蕊

ｙ〕'一

一
③》③

●蕊難 蝿
９
勺

に
頃

一

。

｡

、



■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■

｢あなたが
市民活動に
参加するなら?」
市民

圃巻頭アンケート結果

Ｑ１
．②●●●●。。●⑤●●｡●｡。⑤、｡●｡。⑧●。③・・ｏ

市民活動やＮＰＯの

役割は今後10年で
大きくなると思う？

ａ・はい…７５．７％

ｂ､いいえ…５．ｓ％

ｃ､変わらない…１８．７％
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市民活動がｅ

発展するための

重要なポイントは？

a・資金…35.4％

b､人材…27.8％

c･市民参加…27.1％

d・ネットワーク…９．０％

ａその他…Ｏ瞳7％
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あなたが市民活動にｅｆ

参加するとしたら？

a・まちづくり…２９．２％

b・教育…２５％

c,環境…２５％

d･福祉…１８．６％

e･国際協力…1.4％

f､その他…ＱＢ％

アンケート：携帯惜報メール発信会社｢i2メール」協力
回答者総数144名男性44名女性７０名不明ｓｏ名
10代…2名２０～30歳…33名31-40歳…48名
41～50歳『･･40名５１歳以上…6名不明…15名

４

腿

⑳

Ｖ。ロ・Ｉ。Ｃ･Ｅ

少しずつでも、何度でも、
あきらめ芯い

大きな視野を持つために、３０年後を思い、次の10年を創ろう

とお声かけをしています。みなさんが思い描かれる30年後の社

会は、どんなものでしょうか。３０年後といえば、私にとって歩

いてきた軌跡をじっくりと振り返る黄昏の時。その頃、社会は

どうなっていて欲しいか、そのために自分がこれからどう活動

していくのかと「自分の確認時間」を持つときがあります。自

分で起こせる風の小ささに落胆するときは、自分の本性の声を

聞き、自分にできることを「少しずつでも、何度でも、あきら

めない」と深呼吸をします。あれもこれもしなきやと焦らず、

動いていれば見えてくる風景に答えが見つかると、たまには小

休止も必要。

何年か前、子ども関連の市民活動団体に講師として呼んでい

ただきました。課題整理や方向性を出すために、皆さん真剣で

した。ワークショップの最終日、「みなさん、どうしてここに

いるのですか」という私の質問に、「みんなで活動することで

元気がでるから」と全員が同じ答えだったと記憶しています。

｢みんなでいることの価値」を確認できたこの日は、ワークシ

ョップに参加された方々の次の一歩を踏み出すのに大切な小休

止だったのではないでしょうか。それから数年、今では独自事

業とあわせて中間支援機能も持ち、幅広く活動されています。

時には一休みし、「自分達を思いっきり褒めてあげる」という
心の余裕も、活動を継続していく上で大切だと思っています。

☆市民活動未来予想図１０yea鱈after
さて、市民活動は10年後どうなっているか、ここからは私の

予想です。市民活動団体は、あらゆる「公共サービス」のシー

ンで、力強くアクターとして活躍しています。草の根ボランテ

ィア活動から多様な主体を巻き込み地域を変えることができる

市民活動団体へと進める制度的道筋がいくつもできており、自

分のライフスタイルにそったキャリア･チヨイスとして市民活

動団体立ち上げや就職が当たり前になっているでしょう。市民

の主体的活動が深化し、裾野は益々広がっている。勿論そうな

るまでには時間がかかります。遠くを見据えながら、自分にで

きることを「少しずつでも、何度でも、あきらめない｣、そし

て少しでも多くの人と手をつなぎながら、「ふっくらとしたま

ちづくり」を目指していきたいと思っています。

淡海ネットワークセンター事務局長浅野令子

、

〆
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これからの市民活動を考える…………･…………･……
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こ れから君Ｏ麹三を厩塞望する
淡海ネットワークセンターは、昨年４月に設立１０周年を迎え、記念特集を４

回シリーズでお届けしてきました。いよいよ今号が最終回です。今号は、市民

活動を取りまく３セクター（ＮＰＯ、企業．行政）より、それぞれの立場でこ

れからの１０年を展望していただきました。社会全体がどのように変わってい

くのかを探りながら、皆さんの今後の活動の展開に役立てていただければと思

います。
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今
、
「
市
民
活
動
の
こ
れ
か
ら
の
十
年
」

に
つ
い
て
、
三
つ
の
シ
ナ
リ
オ
が
議
論
さ
れ

て
い
る
。

発
展
、
停
滞
、
衰
退
の
三
つ
で
あ
る
。

一
九
九
○
年
代
初
め
に
、
冷
戦
が
終
結
し
、

政
府
の
役
割
が
後
退
し
て
い
っ
た
と
き
、
福

祉
や
国
際
協
力
、
環
境
保
全
な
ど
様
々
な
分

野
で
、
多
様
な
市
民
活
動
が
一
斉
に
成
長
し

て
い
っ
た
。
九
五
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
市
民
活
動
の
活
躍
に

脚
光
が
集
ま
っ
た
。
九
八
年
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

が
で
き
、
そ
の
後
三
万
を
超
え
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
が
誕
生
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

職
Ｎ
１
。

」Profile

コンサルタ

o法、蕊定

著書・共著
'０がわかる

市
民
活
動
こ
れ
か
ら
の
十
年
壷
展
望
す
る
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そ
の
間
、
「
新
し
い
雇
用
の
担
い
手
」
「
社

会
変
革
の
推
進
役
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
」
な
ど
の
新
し
い
言
葉
が
踊
っ
た
も
の

だ
。
し
か
し
、
現
状
で
は
、
期
待
さ
れ
た
ほ
ど

の
成
長
も
で
き
ず
、
言
わ
れ
た
ほ
ど
の
雇
用

を
生
み
出
し
て
お
ら
ず
、
大
き
な
変
革
の
主

役
に
も
な
り
き
れ
て
い
な
い
。
介
護
保
険
等

の
制
度
の
変
更
や
、
委
託
事
業
、
補
助
金
に

振
り
回
さ
れ
て
、
む
し
ろ
政
府
の
下
請
け
化

し
て
い
て
期
待
を
裏
切
っ
て
い
る
面
も
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
面
を
見
、
新
し
い
動
き
が
見

シ
ー
ズ
ー
市
民

制
度
を
つ
く
る

漆 墨
一

≦き:i§、

松原明(まつばらあきら）さん

て

会
事
務
局
長

ら

シーズ＝市民活動を支える制度をつくる会事

務局長。1960年大阪生まれ。神戸大学文学部

卒。広告制作会社、フリーの経営コンサルタ

ントを経て、９４年から現職。NPO法、蕊定

NPO法人制度の立法活動を推進。著書・共著

に「NPO法人ハンドブック」「NPOがわかる
Q&A』など多数。

、９

動 を る
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ら
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戸
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これからの市民活動を考えるパート４『詣民活動これから１Ｃ年を展望する』

活
動
の
推
進
に
お
い
て
、
新
し
い
役
割
を
求

め
ら
れ
始
め
た
の
が
市
民
活
動
団
体
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
で
あ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
持
つ
先
駆
性
、
専
門

性
に
期
待
し
、
企
業
市
民
活
動
の
パ
ー
ト
ナ

ー
（
協
働
先
）
と
な
り
だ
し
た
訳
で
あ
る
。

Ｊ
社
会
課
題
の
解
決
に
向
峨
た

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
と

い
う
言
葉
が
登
場
し
出
し
た
の
は
一
九
九
○

年
代
の
半
ば
か
ら
で
あ
り
、
現
在
は
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
の
協
働
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い

る
。

え
な
い
こ
と
か
ら
、
「
停
滞
」
が
続
く
と
見

る
人
は
少
な
く
な
い
。

む
し
ろ
、
し
ば
ら
く
は
「
衰
退
」
局
面
に

入
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
人
も
い
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
七
割
以
上
は
、
財
政
的
課

題
を
抱
え
て
お
り
、
解
散
す
る
法
人
も
増
加

し
て
き
て
い
る
。

国
・
自
治
体
の
財
政
難
か
ら
、
委
託
事
業
、

補
助
金
な
ど
の
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
が
進
み
、
経

営
難
に
陥
る
団
体
が
増
え
て
く
る
の
で
は
と

い
う
予
測
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
公
益
分
野
へ

の
企
業
の
参
入
が
一
層
進
み
、
競
争
力
に
劣

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
は
厳
し
い
状
況
に
な
る
と
い
う

見
方
も
そ
の
背
景
に
あ
る
。

一
方
で
、
「
発
展
」
の
シ
ナ
リ
オ
を
描
い

て
い
る
人
の
間
で
は
、
共
通
ビ
ジ
ョ
ン
は
不

足
し
て
い
る
の
が
現
実
だ
ろ
う
。
「
市
民
活

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
社
会
鮒
責
擬
と
し
て
、
「
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協
働
」
を
展
望
し
て

）
て
、
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
（
基
盤
強
化
）
へ
の

■■■■■■■Ｉ■■■Ｉ■■■■■‐■■■■■■『
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二
○
○
三
年
頃
か
ら
、
企
業
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活

動
に
着
手
し
、
企
業
に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
ま

で
取
り
組
ん
で
こ
な
か
っ
た
「
企
業
市
民
活

動
／
社
会
貢
献
活
動
」
を
開
始
す
る
と
こ
ろ

も
多
々
登
場
し
始
め
た
。
同
時
に
企
業
市
民

動
は
大
切
だ
か
ら
」
と
い
う
理
念
的
な
考
え

が
、
「
こ
れ
か
ら
も
発
展
す
る
は
ず
」
と
い

う
楽
観
論
を
支
え
て
い
る
よ
う
だ
。

し
か
し
、
実
際
に
は
、
発
展
の
チ
ャ
ン
ス

は
確
実
に
拡
が
っ
て
い
る
。
政
府
の
昨
年
発

表
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
市
民
活
動
を
重

要
と
思
う
人
は
国
民
の
八
割
を
占
め
、
活
動

に
参
加
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人
は
四
割
を

超
え
る
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
寄
附
し
た
い
と

い
う
人
も
二
十
三
％
を
超
え
て
い
る
。
企
業

も
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
活
動
か

ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強

め
て
き
て
い
る
。

視
線
を
市
民
活
動
の
周
囲
に
転
じ
る
と
、

着
実
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

市
民
活
動
の
現
状
を
見
る
の
で
は
な
く
、

環
境
の
変
化
を
見
、
そ
れ
に
適
切
に
対
応
さ

社松

器
産

戎
》
く
角
一
．
脆
〈
Ｗ
Ｌ

え
で
き
れ
ば
、
人
々
の
さ
ら
な
る
支
援
と
参

加
が
期
待
で
き
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
活
動
自
体
の
「
変

革
」
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
。

も
っ
と
、
社
会
に
参
加
し
た
い
と
い
う

人
々
の
方
を
向
き
、
自
分
で
課
題
を
解
決
す

る
こ
と
か
ら
、
課
題
を
解
決
す
る
仲
間
を
増

や
す
こ
と
に
、
活
動
の
焦
点
を
切
り
替
え
る

べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
が
で
き
れ
ば
、
市
民
活

動
の
前
に
は
、
成
長
を
可
能
に
す
る
肥
沃
な

大
地
が
広
が
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
だ
ろ

う
。
た
だ
、
そ
の
「
変
革
」
は
、
待
っ
て
い

て
も
こ
な
い
。
起
こ
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
十
年
は
、
市
民
活
動
自
身
の

新
し
い
変
革
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
十
年
と
な

る
、
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
あ
る
。

期
徳
Ｉ

③

松
下
電
器
産
業
株
式
会
社

社
会
文
化
グ
ル
ー
プ
菊
地
健

苧

に
催
躍
鯛
謙
調
雌

期
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菊地健(きくちたけし）さん

企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協
働
は
、
専
門
的
な
分

野
で
活
動
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
、
資
金
。
人

材
。
技
術
等
を
持
っ
た
企
業
が
相
互
に
得
意

分
野
を
提
供
し
あ
い
、
新
し
い
社
会
課
題
を

解
決
し
て
い
く
形
が
理
想
で
は
あ
る
が
、
現

実
的
に
は
資
金
調
達
に
苦
慮
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
に
企
業
が
資
金
や
機
材
等
を
提
供
し
て
い

る
支
援
形
が
大
半
で
あ
る
。
一
部
に
は
汗
を

か
く
の
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
り
、
企
業
市
民
活
動

の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
的
役
割
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が

担
う
場
合
も
見
受
け
ら
れ
る
。

当
社
は
、
一
九
九
○
年
代
前
半
か
ら
Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
協
働
し
た
活
動
を
進
め
て
き
た
が
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
情
を
危
倶
し
、

二
○
○
一
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
Ⅱ
基
盤
強
化
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
。

戦
略
的
計
画
作
り
・
財
務
管
理
／
資
金
調

弓Profile

自動機・金型などの開発を担当し、その後、
労働組合専従として組合員教育を主に担当

ａ １１
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達
・
人
材
開
発
・
労
務
管
理
。
広
報
等
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
向
上
等
）
・
の
為
の
助
成
金

「
勺
四
コ
開
○
コ
一
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
ン

ド
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
真
に
協
働
で
き

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
少
な
い
と
い
う
実
態
、
事
業
助

成
金
の
活
用
で
疲
弊
し
て
い
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
あ

り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ビ
ル
デ
イ
ン

グ
を
目
的
と
し
た
助
成
金
の
必
要
性
を
感
じ

た
か
ら
で
あ
る
。
事
業
助
成
が
多
い
中
で
、

当
時
も
今
も
他
に
類
を
見
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
「
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
は
時
間
が
か
か
り
、
そ
の

成
果
も
見
え
に
く
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
又
、
さ
ら
に
昨
年
度
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

マ
ミ
壬
ン
メ
ン
ト
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
材
の
増

強
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
を
も
つ
ス
タ
ッ

フ
の
強
化
を
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
、
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の
視
点
か
ら
今
後
を
展
望
し
た
と
き
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
セ
ク
タ
ー
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、
自

ら
の
組
織
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

の
チ
エ
ッ
ク
と
そ
の
充
実
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
十
数
年
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
の
現

場
を
見
て
き
て
感
じ
る
の
は
、
や
は
り
Ｎ
Ｐ

Ｏ
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
（
企
業
と
同
様

で
あ
る
が
）
「
熱
意
」
と
「
組
織
基
盤
。
マ

雷
壬
ン
メ
ン
ト
」
の
バ
ラ
ン
ス
で
あ
ろ
う
。
熱

き
心
だ
け
で
は
活
動
の
持
続
可
能
性
は
有
り

得
な
い
。
企
業
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
社

会
課
題
が
多
い
中
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
力
が
大
い
に

期
待
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活

動
団
体
の
組
織
基
盤
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
よ

り
充
実
し
、
更
に
多
く
の
社
会
課
題
を
共
に

解
決
し
て
い
け
る
時
代
の
到
来
を
期
待
し
た

1978年、松下電器入社。生産システム・生産

い
０

労働組ｆ

1993年‘

就き、ノ

の社内タ
協働プＥ

1993年より現在の企業市民活動の専門部署に

就き、バリアフリー／ユニバーサル製品開発

の社内外への啓発･推進、ＮＰＯとの各種の
協働プログラムの開発、NPOの基盤強化基金

(PanasonicNPOサポートファンド）の立上
げ、ユニバーサルデザイン推進部門やCSR推
進部門の立上げを行う。

⑥

力
点
を
置
き
だ
し
た
。
ま
た
、

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

の
成
果
が
現
れ
だ
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
開
始
し

た
。

「
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
」
と
い
う
言
葉
自
体
も
、

ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ

る
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
企
業
の
協
働



園
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
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これからの市民活動を考えるパート４『市民活動これから１０年を展望する』

愛

ｌProfile

久住剛（くすみつよし)さん

1980年明治大学卒業ｂ1999年ニューヨーク大

学口パートＦ・ワグナ一枝公共政策・NPOマネ

ジメント修士課程修了。神奈川職員としての

勤務のかたわら、日本ネットワーカーズ会諦、

市民セクター支援研究会などの場で、市民活

動、NPO支援システム、行政とＮＰＯの協働、

企業の社会性（CSR）等に関する調査研究及

び実践に長年桃わる趣1986年自治体学会創設
に参画｡1996年日本NPOセンター創股に参画。

日
本
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
い
う
言
葉
が
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
八
○
年
代
半
ば

の
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
新
た
な
社
会
シ
ス

テ
ム
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
日
本
に
生
み
出
そ
う

と
い
う
運
動
が
展
開
さ
れ
、
約
十
年
を
経
て

実
現
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
十
年
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ

は
日
本
に
定
着
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
十

年
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
人
々
の
生
命
を
支
え
、
社

会
を
動
か
す
中
核
と
な
っ
て
い
く
で
し
ょ

う
。
も
と
も
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
社
会
を
創
造
し
、

変
革
し
て
い
く
市
民
活
動
の
「
器
（
う
つ
わ
）
」

と
し
て
構
想
さ
れ
た
も
の
な
の
で
す
。

国
創
造
は
十
年
単
位
で

】■｡｡｡■■■｡●■■■■■■■■｡■■■■｡●■■｡●｡｡●■、｡｡■■●●■●●●｡■●■■■｡■●●■■■｡■■●｡●■■●●｡■

＝

公
共
サ
ー
ビ
ス
と
公
共
の

一

一℃
砂
一

■ ■■

■－甘

露

意
思
決
定
が
激
変
す
る

ｰ
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地
方
行
政
の
今
後
十
年
の
変
化
は
、
極
め

て
大
き
な
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
は
さ
ら
に
「
外
部
化
」
が
進

み
ま
す
。
役
所
が
直
接
行
う
サ
ー
ビ
ス
提
供

は
ほ
と
ん
ど
無
く
な
る
で
し
ょ
う
。
役
所
は
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
企
画
や
公
的
資
金
の
提

供
、
あ
る
い
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
と
い
う
役

こ
こ
で
は
、
地
方
行
政
や
地
方
政
治
の
変
化

を
読
み
解
き
な
が
ら
、
市
民
活
動
に
基
礎
を

も
つ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
こ
れ
か
ら
の
十
年
を
展
望
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

神
奈
川
県

く
す
．
み
つ
よ
し

久
住
剛

職
員
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人

ク
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事

、

く
筆
丁
み
つ
よ
Ｌ

割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
提

供
は
、
外
部
す
な
わ
ち
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
そ

れ
を
担
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

市
民
活
動
に
基
礎
を
も
つ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
公
共

サ
ー
ビ
ス
供
給
の
中
心
的
な
存
在
と
な
っ
て

い
く
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
の
企
画
や
改
善
に
も
、
現
場
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

か
ら
の
情
報
提
供
や
提
案
は
不
可
欠
と
な
り

ま
す
。
受
益
者
で
あ
る
市
民
の
声
を
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
が
代
弁
し
、
役
所
に
そ
れ
を
伝
え
る
パ
イ

プ
役
と
な
る
わ
け
で
す
。

例
え
ば
、
お
年
寄
り
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
想
定
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
サ
ー
ビ
ス
の

基
礎
と
な
る
財
源
は
自
治
体
か
ら
公
的
な
資

パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事

金
が
提
供
さ
れ
、
サ
ー

ビ
ス
の
中
身
に
つ
い
て

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
行
政
が

相
談
し
な
が
ら
企
画
を

練
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
実
施

し
て
い
く
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
。

ム、行ｉ

I）等に

職
員
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人久

住
剛

横浜国立大学非常勤講師（2007年～)、自治
創造コンソーシアム常務理事薮どを務める。

共著擦に『NPO基礎講座』『パブリックリソ
ースハンドブック』『SRI社会的責任投資入門』

など。
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１０周年

園
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
の
主
体
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よ
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
現
在
の
代
議
制
が
残
る
と
し
て

も
、
電
子
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る

意
思
表
明
を
無
視
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
市
民
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、

公
共
の
意
思
決
定
に
際
し
て
必
要
な
情
報

や
意
見
を
提
供
す
る
役
割
を
担
う
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
や

政
策
を
企
画
。
決
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
中

で
「
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
」
（
実
践
を
伴
う
政
策

提
言
）
と
呼
ば
れ
る
機
能
で
す
。
ア
ド
ボ

カ
シ
ー
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
「
社
会
創
造
」
「
社
会

政
治
と
は
、
公
共
の
意
思
決
定
の
仕
組

み
で
す
。
こ
の
意
思
決
定
の
仕
組
み
が
、

こ
の
先
十
年
で
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
爆
発
的
な
普
及
が
背
景
に
あ

り
ま
す
。
現
在
の
よ
う
な
選
挙
や
代
議
制

で
は
な
く
、
主
権
者
で
あ
る
市
民
の
意
思

が
よ
り
ダ
イ
レ
ク
ト
に
表
明
さ
れ
、
意
見

集
約
や
意
思
決
定
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

■｡■■■凸｡｡■■｡｡■｡■ａ■■■●●●●●●□●｡●●●●●●●ｇ●●●●●●●⑨●●●●｡●●●｡●●●●●｡■

変
革
」
の
機
能
と
し
て
不
可
欠
な
も
の
と

な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
現
場
の
お
年
寄

り
の
ニ
ー
ズ
分
析
を
基
礎
に
、
先
進
的
な

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
新

た
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
議
員
や
市
長
に
提

案
し
、
議
会
で
は
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が
条

例
化
さ
れ
、
新
規
に
実
行
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
ア
ド
ボ

カ
シ
ー
が
市
民
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
十
年
後

を
変
え
て
い
く
の
で
す
。

、事務局まとめ……･…･……………………･…………………．，

副ＥＰ○

⑥

この1年間を通してシリーズでお届けしてきた「これか

らの市民活動を誉える｣。市民活動の過去から現稚、そし

て未来をみてきました。

１０年前に比べ、市民活動の珠境は大きく変わりました。

市民活動に対する社会的な認知は高まり、必要価が認め

られ、市民活動を実践する人が期えてきました。また、

資金や物品提供など何らかの形で市民活動を応援したい

人も出てきています。

一方、市民活動の外に目を向けても、変化は確実に起

こっています。行政は、これまで直接拠ってきた住民サ

ービスの一部を企業やＮＰＯなど鴎間に移行するように

なってきました。また、企業は、「企業市民」という言集

でも表されるように、利益追求だけでなく社会的な蛍任

に向き合う姿勢で事業に取り組むようになってきました。

こうした中、行政や企業は、協伽の机手として聯事蒋性

や先駆性をもった市民活動に対して期待を持っており、

市民活動団体の活跳の場は確実に広がってきています。

このように市民滅動をとりまく環境が祷実に変わる中、

これからどのように市民活動をすすめていけばいいので

しょうか。

社会や地域と密接に関わりながら活動を展開している

市民活動団体は、周りの環境の変化や社会の動きをしっ

かり見据えながら、白らの団体の強み・弱みを盤理して、

他の人や団体にも1.1を向けて活動を展開していくことが

求められています。これまでのシリーズ企画を通して、

さまざまな立場から市民活助のこれからを展認してきま

したが、共通していたのは、「単体で取り組むだけではな

く、他の人やMII体と連擁して取り組んでいくことで課題

は解決されていく」という視点です。それが、結果的に

地域や社会の多様な思いがカタチになり、市民社会が笑

現していくために必要なのではないでしょうか。

社会を良くしていくための取り組みはＮＰＯ・企業・

行政、個人・組織の枠を超えて、今、亜いに協力し始め

てきています。これは、「社会を良くしていきたい」とい

う思いはみな同じだからです。

淡海ネットワークセンターは、そのための'1W報提供や

護業展開を通して、地域のさまざまな主体をつなぐコー

ディネーター役として、また、燐さまのサポーターとし

て、これからも尽力していきたいと思っています。

堆後に、淡海ネットワークセンター設立10周年を記念

して、これまで滋賀で市民活動を実践してこられた方の

思いに焦点を¥『てながら、魅力的で活力ある滋役の市民

活動を展望する本を近々発行する予定です。これをお読

みいただき、「これからの滋礎はおもしろくなる」とお感

じいただければ幸いです。



メ
ン
タ
ル
ス
マ
イ
ル

皿
Ｚ
天

⑰

代表の元藤大士さん

安
曇
川
流
域
。

森
と
家
づ
く
り
の
会

顔
の
見
え
る
関
係
の
な
か
で
の

木
の
家
づ
く
り

ス
ト
レ
ス
な
ど
か
ら
心
に
病
を
抱
え
、
仕

事
も
で
き
ず
外
出
も
で
き
な
く
な
る
な
ど
孤

独
に
な
り
が
ち
な
人
た
ち
の
た
め
に
、
週
に

一
回
サ
ロ
ン
を
開
い
て
い
る
の
が
「
メ
ン
タ

ル
ス
マ
イ
ル
」
で
す
。

二
十
年
以
上
前
、
代

表
の
高
田
孝
子
さ
ん

漣
》
灘
響
一
Ⅷ鱗

囲
ん
だ
勉
強
会
や
各

種
研
修
会
等
に
積
極

的
に
参
加
す
る
よ
う

継
認
削
蕊
織
罵
職

会
復
帰
は
「
医
師
」

剛
１
塁

と
「
当
事
者
」
の
一
一

加
速
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
、
市
場

経
済
化
は
止
ま
る
所
を
知
り
ま
せ
ん
。
経
済

交
流
が
進
む
利
点
が
あ
る
と
し
て
も
、
他
方

で
は
生
産
者
と
消
費
者
と
の
距
離
が
離
れ
、

人
間
の
関
係
が
希
薄
化
す
る
こ
と
、
そ
こ
に

住
む
人
間
と
地
域
の
環
境
の
関
係
が
壊
れ
る

と
い
っ
た
問
題
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、

食
の
安
全
問
題
や
地
域
農
業
の
崩
壊
を
み
る

と
明
ら
か
で
す
。
「
食
」
に
つ
い
て
、
人
と

自
然
の
関
係
も
含
め
た
新
し
い
あ
り
方
を
模

索
す
る
活
動
は
多
様
に
あ
り
ま
す
が
、
地
域

の
持
続
的
発
展
に
つ
い
て
「
住
」
の
観
点
で

活
動
す
る
の
が
「
安
曇
川
流
域
・
森

峠
癖
鯉
練
削
織

下
落
し
、
林
業
家
は
展
望
を
も
て

イ
キ
ィ
キ
と
し
た
暮
ら
し
や
、
地
域
の
魅
力
を
創
る
た
め
に
、

日
夜
奮
闘
し
て
い
る
元
気
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
探
し
出
し
て
、

応
援
し
て
い
き
ま
す
。

心
を
病
む
人
た
ち
と
の
ゲ
ー
ム
や
お
し
ゃ

べ
り
を
通
じ
て
、
お
世
話
を
す
る
私
た
ち

自
身
の
心
が
、
癒
さ
れ
て
い
ま
す

Ｉ

ろから」見学する体験型のワークショ

ップ『木の伐採見学と森の学習会ｊ
(安曇川流域・森と家づくりの会）

③代表で建築士の宮村太さん

『
大
規
模
な
児
童
養
護
施
設
で
催

子
ど
も
ば
育
た
な
い
ん
で
す
よ
」

●（前列左から）島
村道子さん、代表
の高田事子さん、
永安弘子さん、（後
列左から）奥村恵
津子さん、小島節
子さん。 し

愛
の
工
一
『



※言荷村

老若男女、障害のある人ない人、虐待

を受けた人受けてない人など、様々な
人が一緒に暮らす山村（コミュニティ

ー)。東近江市にある。

者
だ
け
で
は
な
く
、
間
に
「
市
民
」
が
入
ら

な
い
と
本
当
の
社
会
復
帰
は
で
き
な
い
と
活

動
す
る
「
友
の
会
」
に
共
感
し
、
高
田
さ
ん

も
仲
間
を
募
っ
て
と
も
に
学
び
な
が
ら
、
一

九
九
五
年
、
地
元
守
山
で
サ
ロ
ン
を
開
き
ま

し
た
。
サ
ロ
ン
は
週
一
回
。
毎
回
二
十
～
四
十
代

の
当
事
者
の
方
が
十
人
ほ
ど
集
ま
り
ま
す
。

「
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
当
事
者
さ
ん
と
私

た
ち
が
一
緒
に
ゲ
ー
ム
や
ト
ラ
ン
プ
、
お
し

ゃ
べ
り
な
ど
を
し
ま
す
。
自
然
体
で
接
し
ま

す
。
家
に
こ
も
り
が
ち
な
方
が
こ
こ
に
来
て

く
れ
る
だ
け
で
も
た
い
へ
ん
な
こ
と
で
す
か

ら
」
と
高
田
さ
ん
。
月
に
一
度
の
「
ラ
ン
チ

サ
ロ
ン
」
は
特
に
人
気
で
、
メ
ン
バ
ー
が
作

っ
た
手
料
理
を
み
ん
な
で
い
た
だ
く
と
か
。

「
こ
こ
で
、
み
な
さ
ん
の
気
持
ち
が
和
ん

で
く
れ
る
の
は
う
れ
し
い
で
す
が
、
お
世
話

す
る
私
た
ち
が
一
番
癒
さ
れ
て
ま
す
ね
。
勉

強
す
る
こ
と
は
多
い
け
れ
ど
、
一
緒
に
活
動

す
る
仲
間
が
増
え
て
欲
し
い
で
す
」
。

ス
ト
レ
ス
社
会
だ
か
ら
こ
そ
大
切
な
憩
い

の
場
と
な
る
サ
ロ
ン
。
高
田
さ
ん
た
ち
の
活

動
が
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

（
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
松
井
由
美
子
）

---,-一一
竜一

、

一

一 一

＝ー一一ｰ君

●クリスマス会の様子

メンタルスマイル
代表③高田車子さん設立②1990年
メンバー③11名連絡先、守山市焔魔堂町.177
TEL/ＦＡＸ：077-583-2909

＠

は
、
家
庭
的
な
雰

囲
気
の
中
で
、
四
人
か
ら
六
人
の
子
ど
も
を

育
て
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

は
多
人
数
で
育
つ
こ
と
、
地
域
の
中
で
育
つ

こ
と
で
自
立
し
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
一
組

の
里
親
夫
婦
だ
け
で
は
負
担
が
大
き
す
ぎ
る

た
め
、
子
育
て
や
家
事
、
子
ど
も
の
学
習
な

ど
里
親
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み
を
現
在
作

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
元
藤
さ
ん
ご

自
身
も
５
人
の
実
子
を
育
て
、
二
十
数
名
の

里
子
と
ず
っ
と
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
経
験
が

基
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
里
親
制
度
に

つ
い
て
一
般
に
ほ
と
ん
ど
で
知
ら
れ
て
い
な

い
現
在
、
啓
発
を
行
い
、
里
親
登
録
者
数
を

増
や
す
と
同
時
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み
づ

く
り
や
地
域
が
子
ど
も
を
育
て
る
力
を
取
り

戻
そ
う
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

（
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
幡
郁
枝
）

さ
か
も
と
み

ん
な
の
家
で

里
親
フ
ァ
ミ
リ

ー
ホ
ー
ム
（
※
）

を
運
営
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
で

ず
、
手
を
入
れ
ら
れ
な
い
森
は

荒
廃
が
進
ん
で
い
ま
す
。
他

方
で
は
住
宅
は
大
量
生
産
．

※里親ファミリーホーム

自分の家庭を提供して実親に育てても

らえない子どもたちと一緒に暮らすグ

ループホーム。グループホームとは、

家庭的な雰囲気の中で、少人数が共同

生活をする仕組みをいう。里親ファミ

リーホームはまもなく国で制度化され

る予定である。（元藤さんはその制度づ
くりにも関わっている）

一

特定非営利活動法人さかもとみんなの家
代表③元藤大士さん設立③2006年

会員③約100名連絡先⑨〒520-0837大津市坂本6丁目16-7

TEL/FAX：O77-578-6804e-maii：mizuhoO1＠ｍx･cable-net･ne・iｐ
●年１回発行の「さかもと
みんなの家だより」

れ
た
地
域
の
あ

り
方
を
模
索
す

る
も
の
で
す
。

（
編
集
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
松
田

達
也
）

規
格
化
が
進
み
、
建
築
業
界
に
は

大
手
企
業
の
下
請
け
業
者
化
が
拡
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
流
れ
に
疑
問
を
抱
き
、

実
際
に
朽
木
の
木
材
で
家
を
建
て
た
い
と
い

う
施
主
と
そ
の
思
い
に
応
え
よ
う
と
し
た
林

業
家
、
施
工
業
者
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
に

な
り
、
二
○
○
四
年
二
月
森
と
家
づ
く
り
の

会
は
発
足
し
ま
し
た
。
顔
の
見
え
る
関
係
の

中
で
家
が
建
て
ら
れ
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ

と
を
目
標
に
、
こ
れ
ま
で
「
森
」
「
製
材
所
」

礁
議
識

の
木
を
活
用
す
る
こ
と
が
滋
賀
の
森
を
守
る

こ
と
に
な
り
、
水
と
琵
琶
湖
を
守
る
こ
と
に

通
じ
ま
す
。
森
に
暮
ら
す
林
業
家
、
木
の
家

を
造
る
施
工
者
、
実
際
に
そ
こ
に
住
む
施
主
、

そ
れ
ぞ
れ
の
顔
が
見
え
る
関
係
を
つ
く
る
こ

と
が
、
地
域
を
守
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
１

１
・
会
代
表
宮
村
太
さ
ん
は
語
り
ま
す
。
木

が
育
つ
の
に
は
何
十
年
も
の
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
森
と
家
づ
く

り
の
会
の
活
動
は
孫
子
の
代
ま
で
視
野
に
入

●メンバーで工務店経
営の坂田徳一さん

③家の内装と壁塗り体験

翼．≦再i’

●メンバーで滋賀県立大

安曇川流域・森と家づくりの会学大学院生の山蝋

………………■
連絡先、商島市新旭町旭1252
TEL：077-573-3225ＦＡＸ：077-573-7900

e-mail：info＠mori-ie･ｃｏｍＵＲＬ：http:〃wwwmori-ie･com／



なければ」という県の要請を受け、検討の結果緊急助成を

△要約筆記用に目に優しく改造した自社△社会福祉法人かすみ会「かいぜ
製品ドキュメントプレゼンターを助成顕」にフォークリフトを助成

おうみ未乗塾
－し■竜

※ノーマライゼーション＝障害の有無に関係なく誰もが普通に暮らせる社会の構築
※第７期助成金の申込みは4/7～24受付｡募集要項は滋賀県社会福祉協議会の
ホームページで紹介。

くことが大切と考えています」（益野事務局長談)。

行いました。

リレーエッセイ『
本
物
の
強
い
霧
を
み
ん
な
で
支
援
し
よ
う
』

つじかわさくお

辻)Iｉ作男さん
［1期生］

NPO法人ギャラリーシティ楽座理事

長浜市民国際交流協会蛎務局長
アートインナガハマ実行委員会委員

１９９９年開講された「おうみ末来

塾｣。その第１期生として学んで早,ｏ
年が過ぎ去りました。この間、次々と

当財団では「福祉だより」を年２回発行し、助成先から

をうまく活用してみてはいかがでしょうか？お勧めなのは「メーリングリス

ト」です。これは、メールを使って大勢の人とコミュニケーションすること

ができるシステムのことです。登録した全員に一斉に同じメールが送れるの

で、議事録の確認を一斉に送ることができ、指摘があった場合もメーリング

リストで返信すればみんなで確認することができます。議事録以外にも、簡

単な情報交換や会議であれば、わざわざ集まらなくともメーリングリストで

することが可能です。

※メーリングリストについてさらに詳しく知りたい方はセンターまでお問い

合せください
卒塾された仲間が地域の市民活動の担い手となっておられる

ことに心から敬意を表します。

長浜市はもともと市民主導のまちづくりが盛んで、私も当
時4つのボランティア団体の事務局を担当していました。し

かし、ボランティア団体共通の悩みである「人・モノ．金．

情報」の壁に当たり少し悩んでいた時でもあり、「地域プロデ
ューサー」の育成を目的に開講された「おうみ未来塾」は、

今の自分をブレイクスルーしてくれるのではと思い、心弾ま

せ申し込みました。

当時NPOは時代の先駆けであり、諺積した社会を変えてい

く主役となるとの期待に満ちた時代でもあったことから、多
くの人から様々なことを教えられました。それまで闇雲にボ

ランティアをしていたのとは違い、新鮮で創造的で温かい切

り口であり、何より多くの人々と知己を得たことは大きな財
産だと断言できます。

１０年を経て地域環境はますます厳しくなっています。同時
に、NPOの活動も「独りよがりの思いこみ」では地域に根付
きません。混迷する現代こそ絶好のチャンスととらえ、「志」
をもち、Ｉ地域との連帯」を求め、持続可能な実績を着実に頼

み、地域の信頼を得ていくことが大切です。そのためには、

今こそ未来塾卒塾生による「地域ファンド」や「地域ネット

ワーク組織」などの支援制度を独自に構築してはどうかと考
えています。

□⑦会議の進め方がどうだったかを聞き、次の会議の改善に役立てる。

さらによい会議にしていくためにも、機会をみて振り返りをすることは団

体にとっての成長につながります。

の募集を呼びかけています。財団事務については社員一丸

、会議のお助けアイテム～その４

｢レジュメ（次第)」

レジュメ（次第）は会縦武料に欠か

せません。会議の議題や報告事項が

一枚に瀞かれているもので、その会

議で識し合う唄目がまとまって糟い

てあるものです。これがあると、会

議で進める内容が-1.1脈然ですし、

終ｒ時にI¥確認する時にも役立ちま

す。

となってサポートし“真心込めたふれあいと助け合い”を

○○会閥

日時:○年○月･日(Ｏ)Ｏ:○～

喝所:○○○○

函皿

③報告頭頂

１‘ＣＯの報告について

２.○○に参加してみて

、鰹議砺項

１・つつイベントの洲縦について

モットーに、人々が暮しやすい社会の実現を目指します。

『誰もが気軽に立ち寄れるまちなかの｢居場所｣や｢サロン｣をご紹介します。見聞録僻見聞録ＮＰＯサロンＮＰＯサロン

■■｡●●●●●●●■●●●●●｡●●●●●●●●●●｡●●●●●●●●●●●●●｡●ｐ●●Ｏ●●●

入
所
者
・
来
所
者
と
地
域
の
交
流
の
場
と
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
曜
圃
ご
と
に
開
店

高齢者福祉施設ぎおうの里

『喫茶きおう』
■⑤｡●●●●■●■｡●｡■｡｡⑪｡■■■●●●■●■｡■●●②●｡●｡●■■■ｅ●｡■■●●●■【

の報告や賛助会員（個人1口1,000円～・現在170名）

の募集を呼びかけています。財団事務については社員一丸

となってサポートし“真心込めたふれあいと助け合い”を

モットーに、人々が暮しやすい社会の実現を目指します。

｢私は滋賀県出身で東京勤務を経て故郷に戻り、財団の設

立準備から関わらせて頂き、大変幸せを感じています。大

きなことはできませんが、小さな積み重ねを継続させてい

URL：http:"www､ex､biwa､ne・jp/biounosato／
｢喫茶ぎおう」営業時間：月～金
１３：３０～１６：００の間（曜日によって異なります）

※ノーマライゼーション＝障害の有無に関係なく誰もが普通に暮らせる社会の構築

※第７期助成金の申込みは4/7～24受付。募集要項は滋賀県社会福祉協議会の
ホームページで紹介。

2005年９月に開所した野洲市の高齢者福祉施設「ぎお
うの里」では、同年11月頃より「喫茶ぎおう」の運営
を始めました。野洲市では市内の各中学校区に１つずつ
特別養護老人ホームを開設し、「ぎおうの里」では特養
のほかショートステイ・デイサービスを行っています。

そんな中、入所者や来所者の方と地域の方が気軽に交
流できる場として「喫茶ぎおう」を開店したのです。

お店は曜日ごとに地域のボランティアグループが運営
し、それぞれ手作りケーキ、ソバを使ったお茶菓子等

と飲み物を100円で提供。無料で利用できるギャラリー
やホールもあり、訪れる人々のいこいの場として活用

されています。

なければ」という県の要請を受け、検討の結果緊急助成を

の報告や賛助会員（個人1口１，０００円～・現在170名）

当財団では「福祉だより」を年２回発行し、助成先から

行いました。

趣

｢私は滋賀県出身で東京勤務を経て故郷に戻り、財団の設

立準備から関わらせて頂き、大変幸せを感じています。大

きなことはできませんが、小さな積み重ねを継続させてし、

くことが大切と考えています」（益野事務局長談)。
【問】高齢者福祉施設ぎおうの里
ＴＥＬ：077-586-5444ＦＡＸ：077-586-5159

△社会福祉法人かすみ会「かいぜ
頚」にフォークリフトを助成

改造した自社
ンターを助成製品ドキュメントプ

△要約箪記用に目に僻 し<
レゼ



市民活動やＮＰＯのツポ情報

孫の手ナビ
かゆい所に手が届く

４

ﾋPが知りた‘ﾉ!/可

M.O運営術
Ｖｏｌ､１｡

型一

中 中

いい会議をしよう！癖回
～会識冬了。のツボ～
今1,1は会Ｉ識シリーズ雌終回。会繊終

ｒのツボです。えっ、会織は終われば

それでいいでしょう？終了にツボなん

てあるの？そう思っていませんか？

実は会議をどのように終わるかによ

って、それが爽のあるものになるかな

らないかの別れ逆、といっても過蒋で

はありません。「終わりよければすべてよし｣。今回はそんな会議終ｒの

ツボをみていくことにしましょう。

次のチェック頃１．１をみてください。今のあなたの会繊はいくつチェッ

クがつきますか？１つずつ理由を見ていきましょう。

□①会議を終える時に「何がどこまで決まったか？
決まらなかったか？」を確認している。

「何がどこまで決まったのか？」を確認することは、参加者みんなで共

通認識を図る、とても大切な行為です。もし、会議の終わりに「じゃ、そ

ういうことで」なんて言って終わったら、各自の「そういうこと」がバラ

バラだったり、後になって違うじゃないか、といったトラブルの元にもな

りかねません。せっかくの良い議論を水の泡にしないためにも、確認して

終わること、これを忘れないでください。

□②決まらなかったことがあれば、それを「いつどうやって決める
か」を確認している。

決まらなかったことがあれば、「次の会議でこの辺りを深めていきましょ

う」などと一言かけることで、次へつながる終わり方になります。先延ば

Sel<eII紘識
●｡●⑤③｡③０．｡、、｡⑤⑥●③⑨⑥｡｡｡●｡●⑨｡⑤⑤｡●⑧○○○Ｏ⑧｡｡⑨

財団法人 ダイトロン福祉財団

ＴＥＬ,077-553-7681

http:"ｗｗｗ・daitl･on､ＣＯ・ip／

滋賀県内の共同作業所や福祉施設の

設備助成や調査砺究助成を通して．

障害者の就労支援とノーマライゼー

ションを広める活動を応援します。

ダイトエレクトロン株式会社（|日大都商事株式会社）は

'952年に大阪で創業。その後、滋賀県栗東工場で優れた

電子機器製品を生み出し、２ool年に株式上場を果たしま

した。地元の人々にお役に立ちたいとの意志から、同年

１２月に創業者の故高本善四郎が私財を投じて栗東工場内

に「ダイトロン福祉財団」を設立しました｡福祉の中でも、

とくに障害のある人の就労を支援しようと、ダイトエレク

トロングルーブがバックアップする形でスタートしまし

た。

助成事業は3つあり、第一に共同作業所や授産施設の事

⑰

しになったり、忘れてしまうことを防ぐことができます。

□③決まったことについて、「誰がいつまでにするか？」を
確認している。

さて、決まったけれども、実行はどうするの？それをみんなで確かめまし

ょう。これは①と同様、人によって認識が違ったり、無責任にならないため

にもきちんと整理して終わることが大切です。

□④次回の会議の日程を調整している。
これはできる場合とできない場合とがあると思いますが、集まったときに

決めておくほうが、日程調整の手間が省けます。それくらい、なんて思われ

がちですが、日程調整には結構時筒や労力がかかります。場合によっては半

年くらい先まで日程を先に埋めてしまう、というのも手かもしれません。

□⑤会議の議事録を作成している。

｢議事録」と聞くと、拒否反応がおこる人がいるかもしれません。分かりま

す。名前は堅いし、文字がいっぱいで作るのが大変、といったイメージでし

ょうか。しかし、議事録は発言速記録ではありません。団体や会議の性格に

もよりますが、ポイントをしぼって、決定事項や重要な項目だけを書いたも

のでいいと思います｡議頭録の主な項目一例を城せました｡参考にしながら、

簡単かつ要点をしぼった識頚録にしてみてはいかがでしょうか。

＜議事録の主な項目＞①会議名②日時③場所④参加者⑤議題⑥決

定事項と実施責任者・期限⑦保留事項と管理責任者・期限③次回会議日

程⑨その他重要な事項（ポイント）

□⑥議事録は出席者で確認してから確定している。

議事録は作ってすぐ確定、ではなく、参加者に確認してから確定しましょ

う。リスク回避と会議内容をみんなで再確認することができます。しかし、

郵便で送って確認、となると、それもまた大変な手間です。そこで、メール

'珂・T狩月夢

可

i瀞Ｉ
△益野事務局長

鏑冒蕊
=－－－－～=三－－
M句一一

鱈呈式
ドニー

△第６回贈呈式

業展開のための設備や環境改善の助成（1件あたり１００万

円以内)、第二に障害者の社会参加や生活向上に寄与する

調査研究助成（2件まで300万円以内)、第三に特別助成

として障害者の福祉向上に寄与する助成（3件まで300万

円以内）やダイトロン製ドキュメントプレゼンターと補助

機器（400万円以内）の助成を行っています。これまで、

計１８８団体に総額1億5,695万円を助成しました。

2007年度は、ワークショップぶくぶく（プレイルーム

の改修他）など24団体の設備助成や滋賀県手をつなぐ育

成会(福祉資源型のあり方研究)他２団体の調査研究助成、

びわこ学園（新たな訓練方法）他4団体に特別助成を実施

しました。一方、ＮＰＯ法人しが盲ろう者友の会が事務所

の転居を余儀なくされ、資金不足で活動の継続が困難に陥

っていたことから「県内唯一の団体であり、すぐに対処し



〒529-0301束浅井郡湖北町上山田880農業法人大戸洞舎内

TEL：0749古78-2164／090-3495-7599

FAX：050-3488-0022

e-mail：info@doppo､ipn・ｏｒｇＵＲＬ：http:"www､doppojpn‘org（製作中）’
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pｃ鰐元気NPC

溌皆嘆幅*＃輪探索ツトワーケ 『雇躯へ、狐

田

元気に活動しているNPOからの

活動レポートをお届けします。

酉己便oENK,NPoNEWSw《UH"｡,側凧

尾亜

毒11蕊派参
●｡｡●●●●｡｡｡｡●⑤⑦｡｡｡③○○○⑨｡｡＠②｡⑧｡｡⑨⑥⑨⑪②②③⑧⑤｡｡｡｡｡｡｡⑥｡③｡②⑧｡⑥⑧⑤｡｡｡⑥｡｡④｡③｡＠⑰③⑥⑥⑤、｡、⑨⑨○○の｡●●⑧｡＠⑨｡⑨⑧色

〒520-0052大津市朝日が丘1丁目１４－２０

TEL：非公開（ご連絡はメールでお願いいたします）

FAX：077戸521-8162

e-maiI：infom＠ｍｙｍａｍａｊｐＵＲＬ：http:"www､ｍｙｍａｍａ・jp／

Ｈｌｌ園どつぼ村

なり祇勤も広がっています。

今、マイママはお産ラッシュなんですよ。
※2007年度開催日／第２．４水暇日：0歳児クラス第１月曜日：０～1歳児
クラス第２月曜日：１歳児クラス第３月曜日：２歳児クラス

石坂線21駅の顔づくりグルーブァＦｉｌｅＯＰＦｉｌｅＯ
つ

File ２

をすることでホッと一安心。

悩みや不安は継続して参加すること

や、新しいコミュニティの形成が行わ

れていく中でrI然と解決するようで

星○○フ年1○月７園（日）～
どつぼ村プロジェクト拠点施設建築ワークショップ

雰

騨蕊:溌撚

●ゆ｡■｡●●●●●●■●●｡｡■■●■●●●●●●■●●●｡●●●●｡■●■●●｡■■●ロ■■｡■●｡●■

第５回パ．--トナーシッブ大賞受賞１
２，画７年１１月１０園（土）

●｡●●●●■■■■■■●●■■●｡■｡回｡●●●｡●●｡■●｡｡｡●｡｡｡●●●｡｡●●●●●●●｡●■｡

⑳

ともに支えあいながらお離さんもまた幸せになることができま

した。雌近ではママたちも楽しみを見つけるこができるように

す。子どもの成長をお:砿いが喜びあい、

〒５２０－０００２大津市際川3丁目36-10

TEL：O80-2444-3359FAX：077-524-6875

ＵＲＬ：fuki-michi＠ｍx・cabIe-net・ne・iｐ！

●●●●●●●●●●●●●●●●●●□●●●●●●●●●●■●｡●●●｡●●●●｡｡●●●●●ロ●■①●●■

「マイママ・教室」

農｡□７年:1置罵１･園（月）
■命●●ぬ●●凸■■。ａ｡■■。■｡■■■■■■■■■■ロロ｡●●■●●●■●■■●■■■｡｡●●●●●●■

マイママ・セラビー 滋賀県福祉輸送ﾈｯﾄﾜー ｸＦＦｉｌｅＯ４『 FｉＩｅＯ３

●｡●｡●●●｡●●●●●●●●｡｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●、●●●●●●●●●｡●｡●●■

ここは、「０歳児」の赤ちゃんを育児しているお紙さんを対

象に少しでも早い時期に育児にかかる不安や悩みを解消するた

めの保他室です。一方的に折導をするのではなく、お母さんと

保他師が協伽で育児を考えながら内分、身で問題の解決ができ

るようにしています。「ここへ来れば救われるとIHjいて」と、

多くの人が参加されるようになりました。ｆどもの成長には佃

性があります。一般的ではなく、それ

ぞれの赤ちゃんの成隆に合わせたお話

滋賀の福祉有償輸送情報交換会（第１回）

２画、７年１冨周１ｓ園（園）

滋硬県柵祉輸送ネッ

1､ワークでは、「高齢者

や障害群など移動制約

群の移動が円滑な輸送

システム」が「だれも

が住みやすい社会」の

必須条１１:であると考え

ている。

そのシステムの滋賀県における現状と課題を多くの立場の人

達と共有するため、滋賀の柵祉ｲj悩輸送情報交換会（第１回）

を開催した。》１１日は、県内の棉祉'愉送を実施しているNPO・介

護那梁群、利川特、行政など梯々な立場の24輪が参加。まず主

催肴側から各Ili町村における柵祉輸送を協議する辿憐協議会の

設磁状況を提示し、アドバイザーの柿久保浩次氏（関西STS）

からは近畿の現状・課題を話していただいた。IIil時に参加者自

己紹介の111で、それぞれの立珊での悩みや疑問をだしていただ

いたが、残念ながら時間切れ。さらに連携を深め実践へとつな

がるように柵動を続けていきたい。

’
〒525-0034草津市草津2-9-4（NPO法人ディフェンス内）
TEL・ＦＡＸ：077-566-7209携帯：090-2013-8436

e-maiI：n-defence＠ex・biwa,nejp

※「活動ネットワーキング促進菰業」助成先



③☆昼間:知的障害者授産施設瑞穂(AMB:30～PM5:30）
〒520-0837大津市中庄2丁目２－１１
TEL:Ｏ７７－５２５－ｇ５２０ＦＡＸ:Ｏ７７－５２５－３２ｇＯ

☆夜間:NPO法人さかもとみんなの家事務局(PM5BO～PMB:OO）
〒５２００１１ｓ大津市坂本6丁目１６－７TEL･FAX:O77-57B-6BO4

URL:htW/Shigalifelinec3Il､ku｢Onowl

、

（ ）３．４．５臆
＝9鐸壷~~

Ⅱ

伝言板に掲載できなかった情報は､センターのホームページに掲載しています｡ＵＲＬ、http://www,ohmi-net･com／
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ＮＰＯ法人さかもとみんなの家ボランティア大募集１

今号｢蒜NPO探し隊｣固り上Ｉｆら雌NPO法人さかもとみんなの家では以下のﾗﾝﾃｨｱを現在舞中です。

(1)家事援助ﾗﾝﾃｨｱ:里親家庭(里親ﾌｧﾐﾘーﾎーﾑ)の炊事･洗濯･掃除等の補助｡里親郁急な病
気や怪我の際､また仕事等で子どもの雑務が困難になった時の補助をしていただくポﾗﾝﾃｨｱです。

(2)学習ﾗﾝﾃｨｱ:雲誰(蕊ﾌｧﾐﾘー ﾎーﾑ)の子ども這の学習軸｡蕊は､泉までなかなか子どもた
ちの勉営を見ている陽がありません｡子どもたちの雄､誰､遊び絹手として諭していただくﾗﾝﾃｨｱです。

(3)保育ポﾗﾝﾃｨｱ:里親家庭(里親ﾌｧﾐﾘー ﾎー ﾑ)の会議時等の保育｡雲家庭は､おたが
いの子どもたちのことを相談する会議やｼﾝボジｳﾑに参加する際､常に子どもたちを連れて行

かなくてはなりません｡その際保育として､子どもたちの相手をしていただくポﾗﾝﾃｨｱです。

滋賀いのちの電話
事務局スタッフを募集します

鯉滋賀いのちの電話ﾖ(自殺予防)は年内には法人
化､相談業務開始を予定しているNPOの赤ちゃん

です｡てんてこ言いしています｡事務､蝿､会計、
労務､資金調達など震広いｽﾀｯﾌを募集し註『。

きらり!びわこから

お出かけしませんか？
福祉観光タクシー

自然や文化での散策､神社や寺院め

ぐり､行楽地でのレジャーお祭りやイ

ベント参加､ご夫婦で温泉でリフレッ

シュ病院の送迎､施設での健康維持
などに｡ドアからドアへ親切丁寧なサ

ービスでお答えいたします。

利用対象者､身体障害者手帳をお持ちの方、

又は介護保険認定者に限る

利用方法、完全予約制

（３日前までにお願いします）

受付時間:月～木ｇ:ＯＯ～１６:ＯＯ

利用料③限定中型車

（運諭局許可事業近運自二第116号）
初乗り運賃:５００ｍまで620円

加算運賃:２６０ｍごとにＢＯ円

時間制運賃:３０分間までごとに(1割
引致します)２．０９０円

一日アトリエ開設!『浜大津まちなか美術館jまちづくり

＞３月１６日（日）１０:OO～１６:ＯＯ(準備はg:30～）
＜雨天の場合３月２０日(祝)に変更＞

内容③3者協働のまちづくり1明日都とその周辺の一部が１．－日アトリエ｣にな

りますj>浜大津周辺のまちを､みんなで一日美術館に変身します１

場所③明日都浜大津およびその周辺地域

プログラム●絵画､彫刻､陶芸､書､手作り工芸､生花､映像などなど｡浜大津周

辺のまちが１日美術館に変身します！

(⑳藤波哲

※詳細や最新'情報は当センターホームベージ｢助成金'情報|をご覧ください｡

TEL:O70-565B-7g81（１７時～

２２時)FAX:O77-552-1281
e-maiksatorubox77＠hotmail・com

平成１９年度滋賀県くらし支え合いＮＰＯ･地域活動支援事業
つくりたい人たちのための開設準備講座！

☆第２回｢退職高齢者がつくる地域の居場所まだまだ使える私の技私の仕事私の役割」
日時、３月１１日(火)１８:ＯＯ～20:３０

場所、アルブラザ彦根(駅前平和堂)内滋賀大学サテライトブラザ彦根会議室

内容③話題提供:辻村逓一さん(男性ボランティアＧ･Ａ・Ｇ)､小西明さん(老上
学区自治連合会)､清島恒徳さん(ＮＰＯ鳩の街)参加者全員でのワークショ

ップ／コーディネーター:猪飼立子さん(滋賀県社会福祉協議会）

☆第３回｢こうして立ち上げた!私たちの地域サロン･宅老所･デイサービス.クﾙー ブﾎー ﾑ」

日時③３月１８日(火)１８:OO～20:３０

場所⑤彦根市勤労福祉会館(駅西）

内容、話題提供:内藤貞男さん(下戸山わくわくサロン)､宇賀神紀子さん(ＮＰＯ

法人ほたるの苑)､山崎すづ江さん(材久さん)参加者全員でのワークショッ
ブ／コーディネーター:谷仙一郎さん(元気な仲間）

☆第４回｢ついついたまたま1共生型の宅老所あったかほ一むあったかたうん」

日時、３月25日(火)１８:OO～20:ＢＯ

場所、アルブラザ彦根(駅前平和堂)内滋賀大学サテライトブラザ彦根会議室

内容、話題提供:久保修さんディサービス愛の音)､山脇玲子さん(ぽぽ八ウ
ス)､岡村博之さん(NPOまちづくり委員会)参加者全員でのワークショッブ

／コーディネーター:永田かおりさん(ひだまり）
※連続受講が原則ですが､単独受講でも構いません。

⑧街かどケア滋賀ﾈｯﾄ事務局(共生舎なんてん内）
〒520-310Ｂ滋賀県湖南市石部南6丁目１０－１０
TEL:Ｏ７４Ｂ－７７－５５ＢＯＦＡＸ:Ｏ７４８－７７－５Ｓ１７

支える･つなぐ･結ぶ情報ＢＯＸ

Ｆ面一＝Ｐ罰＝ザー＝Ｆ君＝画＝ロー言Ｉ‐リ１－．１＝２~産唾ＥＦ冨守画一＝宮＝ＰＰ丙睡画軍一画画一＝＝ーか毎－一■

ShCOm

③平成20年度藤本倫子基金／財団法人日本環境協会

◇申請期間:第１回３月３日～４月１５日第２回６月２日～ﾌ月１５日
http://www､ieas､orjp
e200B年度(第６回）「ドコモ市民活動団体への助成事業｣／NPO法人モバ
イル･コミュニケーション･ファンド事務局
募集期間:２月１日(金)～３月３１日（月）
http://www､mcfundor.』p／
③財団法人ヤマト福祉財団平成20年度障がい者福祉助成金
､ﾉ受付期間:３月１日(土)から３月８１日（月）
http://www・yamatoｲukushijp／
③生命保険協会｢子育て家庭支援団体に対する助成活動」
》募集期間:２月１２日(火)～３月２１日(金)＜当日消印有効＞
http://www,seiho,or.jp/index､ｈｔｍｌ
●｢結(ゆい)の湖都大津｣まちづくりパワーアッブ事業
☆活動支援事業(予定）
》申請期間:３月２１日(金)～４月４日(金)(土日を除く､９時～1フ時）
大津市市民協働推進室TEL:O77-52B-2gl5
☆夢実現事業(予定）

・申請期間:３月２１日(金)～４月９日(水)(土日を除く､９時～１７時）
大津市まｂづくり政策課TEL:O77-52B-2770
③NPO法人瀬戸内オリーブ基金
、申込みの締切り:毎月末日。

月末までに届いたプロジェクトについて､翌月に審査を行います。
助成申込書は寵時受け付けています
http://www,olive-foundation､org／

障害者劇団ボランティア募集

｢まちプロ一座｣は身体障害者ﾒﾝパー を中心

に､役者･裏方として参加する社会人､学生ボラ

ンティアと共に4年前に旗揚げした市民劇団

です｡お手伝いしていただける方を募集し藷。

募集内容③出演者､悪方(音響･照明・
メイク･小道具）、介助･送迎スタッフ

(⑳障害者共園作業所｢まちかどﾛジｪｸﾄ」

海外ボランティア参加者募集２ＤＯＢinパキスタン

ｶﾗｺﾙﾑ･ﾋﾏﾗﾔ山脈の山麓とｲﾝダｽ河上流で､春は肩開のｱﾝズの花のもと､夏はﾋﾏﾗﾔﾝロ

ーズや高山植物と氷河卜lﾉｯｷﾝグを､秋は紅葉を楽しみながら､村人や子供達とともに植林､保健指導、

学校教育､女性裁縫指導などの活動に参加しませんか?活動地はバｷｽﾀﾝの北東の角､世界第二の高

置|<2鱈に続く村々 にはｱﾙｶｲダもﾀﾘﾝも来ません｡また､ｶｼﾐー ﾙ紛争I寒結して､平和な桃

漂郷に戻っています｡北東部なので治安は良好です｡子どもや村人と直接ふれあい､交流できます。

期日と主な活動内容。☆春隊／A班:３月１４日(金)～３月２B日(金)（１５日

間）“日本･パキスタン学生交流スタディーツアー”

参加資格:専門学校生｡短大生､大学生､大学院生で健康な人､一段の方も可｡△B班:３月24日(月)～４

月21日(月)(29日間)ﾌﾝザとｽｶﾙド周辺シガー ﾙ谷､ブﾗﾙド谷のｱﾝズの花で埋まった村々 で

村人達と植林及び学校訪問と保健教育などをする｡△C班:４月18日(金)～５月9日(金)(22日間）

インダス河支流の奥地の村々 を訪問して､植林及び学校訪問と保健教育などをする｡☆夏

隊／D班:７月期日未定(約30日間)植林地成育調査､学校訪問とバルトロ氷河トレッキン

グ｡E班:７月末～８月期日未定(約20日～30日間)植林地成育調査と学校建設調査及び

ホー谷の自然林調査とｿｽブﾝ氷河一ｿｶ氷河の厳頭のピーク(6000ｍ)八ン卜と峠越

え｡※各班ともに帰りはタキシラのガﾝダー ﾗ(世界遺産)の仏教遺跡の見学も可能で

す｡参加資格②一般の成人で健康な人(未成年者は親の承諾書要)参加費用．A班:約１６
万円､Ｂ､C班:約２８万円､Ｄ,E班:約35万円(各班の日程､活動内容によって決まります）

③NPO法人ヒマラヤン･グリーン･クラブ(HGC）
〒520-OB43大津市北大路３－２－１２

TEL･FAX:077.534.0984e･m3il:I1gc@soIeilocI1鵬.ｉｐＵＲじhttp"www11.0cnnejprilgC/him8Iayanhtml

担当:冨田･森

ﾃ5202144祷諒貢イ目16.11ｻﾝｾーﾙ認1F1号

TEL1077.543.2799FAX:077.543.2900

e,mail:machipu｢o@gambattanet

③NPO法人おおきにびわこ介助犬
連絡協議会

〒520-8004栗東市上砥山１３６０
ＴＥＬ･ＦＡＸ:Ｏ７７－５５Ｂ－２ｇ４５

③)大津まちなか美術館まちづくり実行委員会
TEL:O77-527-8661（大津市市民活動センター内）
ＦＡＸ:Ｏ７７－５２７－Ｂ６６２

ｅ－ｍａｉｌ:otsu-shiminkatsudo＠iupiter,ocn・nejp

URL:http://otsu-npovoljp/shimin/katsudo・hｔｍｌ

URL:http://www・fkankou,CO､/index,hｔｍｌ

助成金情報



さかもとみんなの家の元藤さんにお話を伺いま

した。実子でなくても「子どもは国の宝」と、生
涯かけて里子と関わる姿勢に強く胸を打たれ言葉

が出ませんでした。子どもは誰もが温かい家庭と

いう居場所を持ってほしいと思いました。大人で

も子どもでも、それを実現するためにコトの大小

関係なく何かできることがあるはず……。（幅）
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事業報砦 ＣｅｎｔｅｒＡｆｔｅｒＲｅｐｏｒｔ

▲１日目の夜､交流会を行いました｡
（NPO法人蒲生野考現倶楽部「し
ゃくなげ畢校｣）

~、／

■第６回(2..8年)おうみNPo活動基金助成事業採択団体決定のお知らせ

淡海ネットワークセンターでは、自主的なＮＰＯ活動が積極的にすすめられるように2003年から「おうみＮＰＯ活
動基金助成事業」を実施しています。2008年にはＮＰＯの継続的な事業実施に必要な施設整備（市民の多様な交流

促進やまちなかの景観向上に役立

つもの）に対する助成(まち普請
事業助成)を新たに実施しました。

このたび2008年の採択団体を

決定しましたのでお知らせしま
す。

泌
日

(財)淡海文化振興財団淡湖ﾈｯﾄﾜー ｸｾﾝﾀー は､県内の市民活動､NPOをｻボー ﾄ･ﾈｯﾄﾜー ｸしています。

固〒52,国ＯＢ０１大津巾におの浜1-1-20

回ＴＥＬｏ７７－Ｓ２４－Ｂ４４０回ＦＡＸＯフフーＳ２４－Ｂ４４２

目http://www･ohmi再netocom／国E-mail:office＠ohmi-net・com
ご利用日時②月曜日と祝日の翌日を除く毎日（１２/２９～1/eを除く）

火～金曜日／9:ＯＯ～１９:ＯＯ±･日曜日､祝日／９:００～１７:ＯＯ

②淡海ﾈｯﾄﾜー ｸｾﾝﾀー の情報交流勝｢おうみﾈｯﾄ｣は次のところに配布しています。
･各地域振興局､VR民慌報室､県内図瞥鮒､琵琶湖博物館､男女共同参画センター蜂文化産業交流会館､陶芸の森､草津韻ち
づくりセンター､県社協ボランティア･センター､大洲市生涯学習センター､栗東芸術文化会館さきら､滋賀銀行､びわこ銀行､滋賀

県信用組合､那使局(ポﾗﾝﾃｨｱ貯金窓口>､公民館など

◎無断転賊を固くお断りします。

採択団体

【自主事業助成】ンター／特定非営利活動法人芹川／里湖づくりの会／特定非
マイママ・セラピー／特定非営利活動法人子育てネットワー 営利活動法人環境工房ころころ

ク志賀うりぽう／特定非営利活動法人成年後見センターも
だま／日本理美容福祉協会滋賀米原センター／八幡酒蔵工 【NPO活動支援機能助成】
房／特定非営利活動法人子ども自立の郷ウォームアップスク特定非営利活動法人ひとまち政策研究所／こほく共同オフィ
ールここから／安曇川流域・森と家づくりの会／特定非営利ス「たまるん」／マキノまちづくりネットワークセンター
活動法人絵本による街づくりの会／特定非営利活動法人鳩の
街／特定非営利活動法人菜の花プロジェクトネットワーク／【まち普請事業助成】
特定非営利活動法人あさがお伊吹の源流を考える会／特定非営利活動法人日吉台の福祉を

語る会あじさいくらぶ

【協働事業助成】
特定非営利活動法人滋賀大キッズカレッジ＆地域教育支援セ

口淡海ネットワークセンター設立１０周年記念事業

⑲

編蕊後津

「現場で学ぶ！おうみ市民活動楽宿」

-2007年１２月２１日（金）～22日（土）一

ＮＰＯ・企業・行政・学生など、いろんな立場から

約50名（２日間のべ。１日のみ参加も含む）の参加

者により、市民活動の現場での1泊２日の“楽宿'’を

開催しました。

“楽宿'’は、１日目をＮＰＯ法人蒲生野考現倶楽部

が運営する「しゃくなげ単校」で、２日目を近江八

幡のまちあるきを中心に実施。講師の飯島博さん

（NPO法人アサザ基金代表理事）とともに、互いに

コミュニケーションを深めながら、市民活動の現状

を学び、今後の方向性などについて大いに語り合い

ました。

参加者からは「まちづくりを担うひとの姿がはっ

きりと見えた」「滋賀の奥深さを感じた」「異分野の

人との交流とつながりができた」といった声が寄せ

＼られました。

ｎ
ＲｆｂＭ

滋賀県産の木材とはいきませんが、私も木造日

本家屋に暮らしています。子どもの頃はコンクリ

住宅にいましたが、やっぱり快適さも家の耐久性

もやはり木造のほうがいいですよね｡(松田）ノ

,｡ｑｐ■●｡⑤●●⑤●●⑤●●、①●●②②⑧●●●●②●②●●●●｡②●●②●②②②②●●の②鰯樽⑪の⑤口の③⑤②②ぬい②②②角伝

△近江八幡での講義の様子（NPO法
人しみんふくし滋賀「野間邸｣）

鯛蝋蝉砿蕊
撫＃恩蝿識寵謹

酉

心を病む方は、勉強ができて凡帳面で神経質と

いう人が多いだけに、自分の「病気」を認めるの
も時間がかかるのだとか。支える家族のお話しを

聞くことも大切な役割で、「メンタルスマイル」の

存在は大きいようです。今の時代は何がストレス
の原因になるかわかりません。高田さんたちのよ

うに、やさしい気持ちを持っていたいと思います
ね。（松井）

撫蕊

ボーダレス化するＣＳＲ企業とＮＰＣ
原田勝広、塚本一郎［編著］

定価：2,800円十税
企業の社会的蛍征（CSR）とＮＰＯとの協側
についてI'$かれた一冊。協伽lji例もいくつ
か褐戦されています。昨年、センターで初

めて「企業とＮＰＯ対話の夕べ」（企業と
NPOの交流を側る催し）を企IIbiしたところ、

企業側からの膜応の大きさに筋きました。
県内でも企薙との協働聯例がいくつか出て
きています。企業との接点をお考えの方、
一読してみてはいかがでしょうか。

淡海ネットワー‘フセンノアー 企業とＮＰＯの境界を超えて

新刊書案内

助成区分

自主事業助成

協働事業助成

ＮＰＯ活動支援機能助成

まち普請事業助成

計

応募数

３３

４

５

６

４８

採択数

１１

４

３

２

２０

助成金額（円）

８，３４０，ＯＯＯ

８００，ＯＯＯ

２，６００，ＯＯＯ

８，５２３，ＯＯＯ

２０，２６３，ＯＯＯ
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時閉館で利用しにくかった
方はこの機会にぜひご利用

ください。また、机とイス

を増やして、気軽に交流が
できるサロンスペースを拡

大。活動の打合せや作業、
他団体との交流など多彩に

ご活用ください。詳細はＨ
Ｐをご覧ください。
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、
型 おうみネットサポーター募集＆

おうみネットリニューアル
いやすくサロンをリニューアル！開館の時間を変更！＆より便

しがぎんリース・キャピタル株式会社さま、

株式会社びわこ銀行さまより「おうみＮＰＯ

活動基金」にご寄付をいただきました。滋賀
県内のＮＰＯ活動支援に大いに役立てさせて

いただきます｡誠にありがとうございました。
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200B年４月１日から開館時間を下記のとおり変更します。（変更部分は太字・下線）
毎週水曜日は、夜9時までＯＰＥＮします。それ以外は夕方5時に閉館します。これまで午後７ 次号からおうみネットを－部リニューアルする

ことに伴い、「おうみネットサポーター」を募集
します。「おうみネット」の発行をサポートしな

がら、あなたのネットワークづくりや情報収集

に活かしてみませんか？
◎どんなことをするの？

①団体'情報の提供
毎号3団体、県内でがんばって活動している市
民活動団体・ＮＰＯを紹介するコーナーがあり

ます。このコーナーに掲載すればいいと思わ

れる団体情報を教えてください。

②団体の取材・執筆
団体設立のきっかけや思い、活動内容などを
取材し、６００字程度にまとめます。取材は新

たな出会いの場。他団体と関係がもてる機会
となります。

③サポーターサロンの参加（自由参加）
おうみネットの発送作業をしながら、気軽な

雰囲気の中でおしゃべりできるサロン。サポ

ーター同士で互いに情報交換をしたり、「おう

みネットもっとこうしたらいいね」といった
意見交換を行います。お茶とお菓子をご用意
してお待ちしています。

◎こんなメリットあります！

①ネットワークが広がります１

友好的な関係が築きやすい取材や楽しくおし
ゃべりできるサロンを通してあなたのネット

ワークが広がります。

②様々な情報が入手できます１
普段の情報のやりとりはメーリングリストを

活用します。メーリングリストとは、メーリ

ングリストアドレスを入力して送信すると、
サポーター全員に一斉に同じメールが届くシ
ステムです。これを活かしてサポーターの皆

さんで団体情報や新たな情報を共有できます。
その他、サロンや取材でも様々な情報が入手
可能です。

◎その他
，取材とサポーターサロン参加にかかる交通費

および執筆謝礼（図書券）を支給します。
・情報のやりとりにはメールを活用します。メ
ールのできる環境でのご応募をお願いします。

～次号から「おうみネット」はこのようになります!～
発行回数：２か月に1回（偶数月発行）
※次号は６月発行になります。

ページ数：８ページ

紙面橘成：①誇集②団体活動紹介(毎号3団体）
③マネジメントQ&A④センター事業ＰＲ
その他、レイアウト、ビジュアル等が変わる予
定です。

＝＝~…＝一一一ー一一一＝＝＝＝＝ー一一

市民活動・ＮＰＯのためのスキルアッブ講座

広報力をみがく１－チラシにまなぶ。市民だからできる伝え方一

ＮＰＯ・市民活動団体が、活動への思いをカタチにするために、「伝えたい」を伝える「広報」
がたいへん重要です。多くの団体の皆さんにとって身近な広報媒体“チラシ”を通して、市民
だからこそできる伝え方をみがきます。
◆日時：３月２３日（日）１０：ＯＯ～１６：ＯＯ

●会場：米原市立米原公民館2AB会議室（米原市下多良3丁目3番地JR米原駅西口から徒歩約5分）
●定員：３０名（先着順）

◆対象：市民活動・ＮＰＯの広報に関係している人、取り組みたいと考えている人／市民活
動・ＮＰＯの活動に関係している人、興味のある人／市民活動・ＮＰＯの支援に取り組んで
いる人、興味のある人／情報発信や伝えることで、社会的な活動をしたいと考えている人
●講師：吉田理映子さん（ＮＰＯ法人市民活動情報センター．ハンズオン！埼玉副代表理事）
●受講料：1.000円／1団体（3人まで）

◆申込方法：氏名・電話・ＦＡＸ．Ｅメール・所属（勤務先・所属団体等）を記入のうえ、３月
１６日（日）までに、郵送・FAX、Ｅメールで下記までお申込ください。ホームページから
もお申込いただけます。

｢おうみＮＰＯ活動基金」への
ご寄付ありがとうございました

〆
」

ｒ
Ｌ

「
型

おうみ未来塾第１○期蕊生募集

あなたもI地域プロデューサー」をめざしませんか！｜ほか、招へい講師、数名を予定

◆「おうみ末来塾」とは ！●募集定員:20名~25名程度
市民活動やＮＰＯが地域運営の一翼を担う時Ｉ●応募資格：１８歳以上で、地域社会の課題解決
代となった今､創造力とネットワークにより、｜や市民活動に主体的に取り組む意欲のある人。

企業や行政だけでは解決できない地域課題に｜令経費
取り組む人が求められています。おうみ末来’２年間で2万円（年1万円）の受講料が必要で

塾は､こうした地域課題に取り組むI地域プ’す｡研修地までの交通費や交流会参加費など
ロデューサー」が育つ塾を目指しています。Ｉは自己負担です。
●おうみ未来塾の特徴｜●応募方法と締め切り
①塾生の主体的な参加による塾づくり ｜受付期間/B月16日(日)～４月15日（火）
②多彩な塾生で構成｜次の①～⑥を記入のうえ、郵送、FAX、Ｅメ
③地域や活動の現場からの学びと実践’一ルで「淡海ネットワークセンター」までお
④幅広いネットワークの形成 Ｉ送りください。
●システムＩ①「私がめざす地域プロデューサー」をテー
受講期間は、原則として約2年間 Ｉマに書いたもの（BOO字程度）②名前．性
（2008年６月～２０１０年８月）です。Ｉ別・年齢③住所④連絡先（電話、FAX、Ｅメ
【基礎実践コース（1年目)】’一ルアドレス）⑤勤務先または学校名⑥所属

各地でのﾌｨー ﾙドﾜー ｸを中心に､概ね月｜の市民活動団体､市民活動･地域活動の経験
１回の講義を行います。

【創造実践コース（2年目)】Ｉ今塾生募集説明会
ﾌｨーﾙドやﾃーﾏにより､塾生数名程度から１３月2日(日)１０:30~１１:３０
なるグノレーブを編成し、現地調査や考察・実践｜ピアザ淡海304会議室(大津市におの浜1-1-20）

等の研究活動を行います｡活動内容や進捗等に’３月８日(土)１０:80~１１:３０
より月２回以上となることがあります。Ｉ大学サテライト・プラザ彦根（彦根市大東町２
●講師（予定）１番2B号平和堂アル・ブラザ彦根６階）

日高敏隆さん(元滋賀県立大学学長､動物行’３月B日(±)１４:30~１５:３０
動学者、おうみ末来塾熟馬）Ｉアピア研修室Ｂ（東近江市八日市浜野町３－１

北械箇明さん(滋賀大学経済学部鞠莫おう鴫:謂禰鯛ｓｏみ未来熟運営委員長）

岡崎昌之さん（法政大学現代福祉学部教授、Ｉ米原市米原公民館研修室3.Ｂ(米原市下多良3.8）
おうみ末来塾運営委員） ’３月16日(日)１４:30~１５:３０
岸田興代さん（ＮＰＯ法人パートナーシツ｜草漂市立まちづくりｾﾝﾀー 308号(草津市西大路96）

プｻポーﾄｾﾝﾀー代表嬢事おうみ未来｜翼鯉茎珊多聖墨s(高島市塾運営委員）

浬孝彦さん（おうみ未来塾１期生、おうみ｜今津町中沼一丁目４１）
未来塾運営委員）’３月２９日（土）１４：３０～１５：３Ｏ
藤井絢子さん(滋賀県環境生活協同組合理事｜大津市巾民活動ｾﾝﾀー 小会議室(大津市浜
長、おうみ未来塾運営委員）Ｉ大津4丁目1-1）

ー一＊＝で一一＝＝＝＝ー＝一堂室塞竜＝岸＝冨画一一匡三＝＝＝＝一一＝＝‐＝－－－－＝＝せ＝涯笥頗垂Ｂ－ｑｐ客宣置百室＝ Ｆ
Ｌ「
４

おうみ未来塾第１０期入塾記念
講義（一般公開）のお知らせ

●講師：日高敏隆氏

（元滋賀県立大学学長、動物行動学者）

◆日時：６月１５日（日）午後

※詳細は後日ホームページ等にてお知らせします。

ｰー弓９－ー‐＝＝ご写さ＝一＝－面一一ｑ＝＝－－－＝

ｒ
Ｌ

火～金

変更前

ＡＭＳ:ＯＯ～ＰＭ７:ＯＯ

ＡＭｇ:ＯＯ～ＰＭａＯＯ

変更後

火･木･金

水
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